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（　）内は前月との比較

（2015.10. １現在）の動き

人口増減の内訳



　かつて日本有数の繭市場で
あった本庄市。その歴史が現
在まで広がるイメージを流れ
る生糸で表現。「HONJO」の
「O」には繭玉をイメージした
デザインがあしらわれている。

バッグデザインの説明
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競進社模範蚕室
　　世界遺産に匹敵する歴史的遺産
　明治27年に木村九蔵が設計・建築した養蚕専用の蚕室です。
４部屋構造で、各室に炉及び吸気口が設けられ、「こまがえ
し」と呼ばれる格子状の天井が特徴です。内部には、養蚕業や
それを支えた人物たちを紹
介するパネル展示がありま
す。

開館時間
　午前９時～午後４時30分
休館日
　月曜日（月曜日が休日の
場合は翌日）、年末年始

　塙保己一記念館のリニューアルオープンを記念して、両館の来館記念スタンプを集めた人に
記念品（不織布製本庄市オリジナルバッグ）をプレゼント！いずれかの施設で配布するスタン
プ台紙を受け取り、両館の来館記念スタンプを集めて、どちらかの施設に提出してください。 
※どちらの施設も駐車場がありますので、車で回ることもできます。 

八幡神社
　国家安泰・厄除開運
　永承６年（1051年）に、源義家が奥州
合戦の際にこの地に立ち寄り、祭壇を設
けて戦勝を祈願し、勝利後再び立ち寄っ
て石清水八幡宮を勧請したと伝えられて
います。当初は児玉町八幡山に鎮座して
いましたが、戦国時代の雉岡城築城を契
機に現在の地に移転されたと言われてい
ます。
　現在の社殿は江戸時代の享保７年
（1722年）に完成しました。

塙保己一記念館
　郷土の偉人が残したものとは
　塙保己一は、盲目という大きな障害を抱えながら、｢群書類
従｣の編纂や「和学講談所」の設立など数々の偉大な事業を成
し遂げた、本庄市が世界に誇る偉人です。アスピアこだま内に
新設した記念館では、塙保己一の業績、故郷とのつながり、ヘ

レン・ケラーとの関連などの展示に
加え、２種類の映像が用意されてい
ます。
開館時間
　午前９時～午後４時30分
休館日
　月曜日（月曜日が休日の場合は翌
日）、年末年始

雉岡城跡（城山公園）
　歴史と自然を体で感じる
　雉岡城は別名を八幡山城といい、戦
国時代に関東管領山内上杉氏が築いた
と伝えられます。
　天正18年（1590年）に豊臣秀吉の軍
勢のために落城、徳川家康の関東入国
後、家臣松平清宗・家清父子が城主と
なり、関ヶ原合戦後松平家清が三河国
吉田へ移されると雉岡城は廃城となり
ました。現在は公園となり、春には桜
の名所となります。

　堅苦しくせず気軽に歩く
　｢歩くことは脂肪燃焼だけでなく、脳の活
性化やメンタルヘルスの改善にもつながる」
と話す井田さん。知り合いの公民館の館長か
ら、ウォーキング教室の指導者を頼まれたこ
とがきっかけで「ウォークこだま」に入り、
20年。月１回程度のウォーキング活動を仲間
たちとともに行っている。

　｢目標を決めて、これだけ歩
くぞ、と堅苦しくせず、歩きた
いときに歩きたいだけ気軽に
歩くことが大切」と長続きの秘
訣を語る。「来られるときに一
緒に歩きませんか」と、まだ
ウォーキングを始めてない人た
ちにメッセージをくれた。

　ウォークこだま
　井田　隆雄　さん

児玉町旧配水塔
埼玉県最古かつ唯一の塔型配水塔

　児玉町市街地に水道水を送るため、昭
和６年に建てられ
た配水塔です。昭
和30年まで使用さ
れ、その役割を終
えた後も地域のシ
ンボルとして親し
まれ、平成12年に
は歴史的建造物と
して国の登録有形
文化財になりまし
た。
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塙保己一記念館×競進社模範蚕室　スタンプラリー

児玉駅

児玉小学校

児玉中学校

雉
岡
城
跡

八幡神社

旧配水塔

児玉郵便局

塙保己一記念館
（アスピアこだま内）

競進社模範蚕室

−コース順路−
①塙保己一記念館
　（アスピアこだま内）

➡
②雉岡城跡（城山公園）

➡
③公園内散策

➡
④児玉駅

➡
⑤競進社模範蚕室

➡
⑥八幡神社

➡
⑦旧配水塔

➡
⑧アスピアこだま

本庄ウォーキングマップ　№13

こだま　まちなか　散策コース　5.2㎞ 本庄ウォーキングマップは、
市役所や体育施設、公民館な
どに置いてあります。

Voice

まちんなかを､歩く
健康のために歩く、
　　　　　学ぶために歩く
＝新たな自分、新たな発見

期　間　11月14日㈯(休館日を除く）
　　　　　　から記念品がなくなるまで

配布数　１０００枚
★企画課☎�１１５７

晩秋
×
児玉



★子育て支援課☎�１１３０

ひとり親家庭等医療費支給制度をご存じですかひとり親家庭児童就学支度金支給制度のご案内

相談連絡先
　・家庭児童相談室（子育て支援課内）☎�１１２９　・熊谷児童相談所☎０４８―５２１―４１５２
　・埼玉県休日夜間児童虐待通報ダイヤル☎０４８―７７９―１１５４

平成 27 年度「児童虐待防止推進月間」標語

「もしかして」　あなたが救う　小さな手
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公私 保育施設名称 定員 受入月齢 所在地 電話

公
立

い ず み 保 育 所 90 ２か月 小島 5-5-45 �４８９１
久 美 塚 保 育 所 90 ２か月 児玉町児玉 2351-1 �４３８６
金　屋　保　育　所（※） 90 ８か月 児玉町金屋 1173 �１２３８

私　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

旭 保 育 園 106 ２か月 駅南 1-5-20 �３３９８
本 庄 保 育 園 150 ５か月 小島 1-5-18 �３９１３
こ ざ く ら 保 育 園 200 ３か月 栄 3-6-34 �５８１２
若 草 保 育 園 90 ２か月 仁手 669-4 �５００１
梅 花 保 育 園 90 ２か月 見福 1-2-7 �４４７４
日 の 出 保 育 園 100 ２か月 沼和田 1020 �５２６３
み ど り 保 育 園 90 ６か月 寿 3-10-30 �５９５７
聖 徳 本 庄 保 育 園 60 ２か月 栄 2-10-14 �４３６５
小 島 南 保 育 園 70 ２か月 小島南 3-1-5 �５５４３
北 泉 保 育 園 120 ２か月 西五十子 620-1 �２５７２
た ん ぽ ぽ 保 育 園 75 ２か月 今井 1328 �９８９０
ほほえみ子どもの国保育園 45 ２か月 緑 2-15-5 �１０１８
藤 田 保 育 園 60 ２か月 牧西 30 �２８８６
児 玉 保 育 園 170 ９週 児玉町児玉 2448-1 �０１８６
西 光 保 育 園 70 ２か月 児玉町塩谷 85-1 �５１４７
西 光 第 二 保 育 園 70 ２か月 児玉町吉田林 447-6 �５４７３
共 和 梅 花 保 育 園 60 ２か月 児玉町蛭川 885 �０１０４
秋 平 さ く ら 保 育 園 50 ６か月 児玉町秋山 2527-1 �１１６７
加 川 ベ ビ ー ル ー ム ３ ２か月 日の出 4-3-4 �０５８６
は に ぽ ん 保 育 園 24 ８か月 小島 5-6-1 �０１１１

※金屋保育所は平成2９年３月３1日で休所となります。入所希望者はご相談ください。

　県では、市町村民税非課税世帯のひとり親家庭の
児童が中学校へ入学するとき、就学支度金を支給し
ています。
　次に該当する人は、下記の受付期限までに申請を
してください。受付期限を過ぎると、資格があって
も支給されませんのでご注意ください。

【対象】
　母子家庭の母、父子家庭の父、又は父母のいない
児童を養育している人で、平成28年４月に中学校へ
就学する児童を扶養している市民税非課税世帯の人
（生活保護受給世帯は除く）。
【支 給 額】　１０，０００円
【受付期限】　12月25日㈮
【申請方法】　振込先金融機関の通帳を持参のうえ、
　　　　　　直接子育て支援課（市役所２階）又は
　　　　　　市民福祉課（アスピアこだま内）へ

★子育て支援課☎�１１３０
　市民福祉課☎�１３３３

【児童虐待とは】
　親や養育者が、子どもの心や体を傷つけ、健やか
な成長や人格の形成に重大な影響を与える行為をい
います。「しつけ」と思っている行為でも、子ども
の心や体を傷つける行為であれば、それは虐待です。
親や養育者の立場よりも、子どもの立場で判断する
ことが大切です。

【みんなで防ぐ児童虐待】
　虐待は家庭の中で起こることが多いため発見され
にくく、子どもが自ら逃げたり助けを求めたりする
ことが困難です。「もしかして、虐待？」と思った
ら、下記の相談連絡先へご連絡ください。
※通報者の氏名など、個人の秘密は守られます。

～子育て中の人へ～
・どうやって子育てしてよいか分からず悩んでいる
・つい子どもを叩いたり、怒鳴ったりしてしまう
・子どもが言うことを聞かずにいつもイライラして
　いる
　このようなことで悩んでいませんか。子育ての悩
みはひとりで抱えこまず､周りの人に相談しましょう。

～地域のみなさんへ～
　あいさつや声掛けをするなど、子育て中の保護者
が孤立しないよう見守ってください。

　ひとり親家庭等医療費支給制度は、母子家庭等を
対象に、医療機関で支払った医療費の一部を支給す
る制度です。この制度を利用するためには、事前の
登録が必要です。なお、児童扶養手当に準じた所得
制限があります。

【対象】
・母子家庭や父子家庭の親と子ども
・養育者（親がいないため、親に代わって子どもを
　育てている家庭の保護者）と子ども　　　
・父又は母が一定の障害にある家庭の親と子ども
※「子ども」とは、18歳に達した年度の末日までの
人（一定の障害がある20歳未満の人）です。

【登録手続きに必要なもの】
○申請者と子どもの健康保険証
○通帳（申請者名義のもの）
○印鑑（朱肉を必要とするもの）
○所得・課税証明書（平成27年１月１日の住所が市
　外の人）
※他の書類が必要となることもありますので、申請
前に下記へお問い合わせください。
★子育て支援課☎�１１３０
　市民福祉課☎�１３３３
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⑥
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児童虐待をなくそう！　〜11月は児童虐待防止月間です〜
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度
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育
園
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受
付
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ま
す



｢ねんきんネット｣｢ねんきん定期便｣
｢社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」に関するお問い合わせ
専用ダイヤル
☎０５７０―０５８―５５５
ＩＰ電話の場合は
☎０３―６７００―１１４４

後納制度に関するお問い合わせ
国民年金保険料専用ダイヤル
☎０５７０―０１１―０５０
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０
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７
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０
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＊
回
答
に
は
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

未
来
の
生
活
設
計
づ
く
り
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民
一
人
ひ

と
り
、
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
す
日
」
と
し
て
11
月
30
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
、
24
時
間
い
つ
で
も
ご
自
身
の
最

新
の
年
金
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

設
計
に
合
わ
せ
た
働
き
方
の
条
件
を
設

定
し
て
、
将
来
の
年
金
見
込
額
を
試
算

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
誕

生
月
に
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
加
入

者
に
対
し
て
、
年
金
記
録
を
記
載
し
た

｢

ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
、

10
月
１
日
か
ら
３
年
間
限
り
の
特

例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
（
本

来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２
年
を

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税・

住
民
税
申
告
時
に
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
に
は
、
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
来

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
家
族
分
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成26年度の市職員の採用・退職・給与・勤務時間その他
の勤務条件・研修などの状況について、次のとおり公表します。
※特に記述のないものは、平成26年４月１日現在の状況です。　　　　　　　　★行政管理課☎�１１６０ 国

民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
課
国
民
年
金
係
☎
�
１
１
１
４

市
民
福
祉
課
市
民
係
☎
�
１
３
３
３

熊
谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８
ー
５
２
２
ー
５
０
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

市
民
課
☎
�
１
１
１
３

市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用の状況（平成26年度）

事務職 技術職 保育士 合計
採用者数計 15(7) 人 1(0) 人 3(3) 人 1９(10) 人

注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑵　再任用職員の状況
　　平成26年度の再任用職員は４人(うち女性１人)でした。

⑶　退職の状況（平成26年度）
事務職 技術職 技能労務職 合計

定年退職 8(0)人 2(0)人 0 人 10(0)人
勧奨退職 4(1)人 2(1)人 0 人 6(2)人

自己都合退職 3(1)人 0 人 1(1)人 4(2)人
その他(死亡、免職等) 0 人 0 人 0 人 0 人

計 15(2)人 4(1)人 1(1)人 20(4)人
注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑷　部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門　　　　　　
区分 職　員　数 対前年

増減数平成25年 平成26年

普
通
会
計

一
般
行
政

議 会 ６人 ６人 ０人
総 務 1３6人 1３３人 −３人
税 務 57人 62人 ５人
民 生 ９３人 ９4人 １人
衛 生 ３３人 ３7人 ４人
労 働 ２人 １人 −１人
農林水産 14人 15人 １人
商 工 ５人 ５人 ０人
土 木 65人 65人 ０人
計 411人 418人 ７人

教 育 58人 58人 ０人
小 計 46９人 476人 ７人

公
営
企
業
等
会
計

水 道 16人 16人 ０人
下 水 道 16人 16人 ０人
そ の 他 ３0人 ３1人 １人
小 計 62人 6３人 １人

合 計 5３1人 5３９人 ８人

⑸　級別職員数の状況
　①　一般職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
７級 部長・局長・参事 16人 ３.0％
６級 課長・副参事 4３人 8.2％
５級 課長補佐・主幹 ９2人 17.5％
４級 係長・主査 167人 ３1.7％
３級 主任・主事・技師・専門員 8３人 15.7％
２級 主事・技師 100人 1９.0％
１級 主事補・技師補 26人 4.９％

　②　技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能

員・用務員・調理員・
専門員

９人 81.8％
２級 ２人 18.2％
１級 ０人 -％
注１ 職員数の合計は5３8人です(部門別職員数の合計から教育長を除いた 
　　 もの)。
　２ 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　３ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

２　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成26年度　普通会計決算）
住民基本
台帳人口
(平成26年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成25年度
の人件費率

人
7９,246

千円
３1,651,570

千円
2,208,440

千円
4,051,181

％
12.8

％
14.7

注１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、　
　　　非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。
　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理する事業
　　　の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的な基準で整理
　　　して比較できるようにした統計上の会計区分をいいます。

⑵　職員給与費の状況（平成26年度　普通会計決算）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

人
475

千円
1,7９4,９44

千円
2３4,９17

千円
665,240

千円
2,6９5,101

千円
5,674

注　職員数は、平成26年4月1日現在の教育長を除いた普通会計に属す
　　る一般職の人数です。

⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.5歳 320,203円 360,863円
注　一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与実態調
　　　査等において職種を区分する際に用いられるもので、企業職、
　　　技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

⑷　初任給の状況
区　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 178,800円 158,700円 144,500円

⑸　期末手当・勤勉手当の状況（平成26年度）
区　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.825月分 1.50月分

⑹　特別職等の報酬等の状況（平成26年度）
区　分 報酬月額等

給
料
市 長
副 市 長
教 育 長

890,000円
756,000円　}　注１　減額あり
697,000円

報
酬
議 長
副 議 長
議 員

425,000円
374,000円
353,000円

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.05月分　注２　減額あり
議長・副議長・議員 4.05月分

注１　給料について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　 　市長は10％　副市長及び教育長は５％
　２　期末手当について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は20％　副市長及び教育長は10％

本庄市人事行政の運営等の状況を公表します

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

納
め
忘
れ
の
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

1
い い
1 月 3

みらい

0 日は「年金の日」です
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共
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ラ
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ラ
ス
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日時 会場・集合 内　容 講　師

１
（※）

11月29日㈰
午前８時～午後
４時

アスピアこだま
（午前８時)
市民文化会館
（午前８時30分)

バスツアーと講演
｢渋沢栄一と世界遺産、絹産業群を訪ねて｣
見学先：富岡製糸場、高山社跡、渋沢栄一
　記念館など
演題：渋沢栄一の人となり

龍門社深谷支部幹事
塚田　まこと　先生

２ 12月20日㈰
午後２時～４時

児玉白楊高校
競進社記念館

講演
｢競進社を追加世界遺産に｣

児玉白楊高等学校
教諭
中島　信彰　先生

３
（※）

平成28年
１月24日㈰
午前８時30分～
午後４時

アスピアこだま
（午前８時30分)
市役所
（午前９時)

バスツアーと講演
｢田島弥平旧宅と本庄市の史跡を巡る｣
見学先：田島弥平旧宅、競進社模範蚕室、
　塙保己一生家、塙保己一記念館など
演題（仮）：島村の養蚕業

島村蚕種の会に講師
依頼中

４ ２月14日㈰
午前10時～正午 観光農業センター

講演と見学
｢本庄市児玉地域の観光について｣
見学先：高窓の里、百体観音堂

本庄市観光協会
副会長
根岸　久　先生

※　１・３回目は、１回のみの申し込み可。昼食代と入館料は実費負担となります。
　　両回とも富岡製糸場世界遺産伝道師協会の伝道師・今井玲子さんがバスに同乗し解説をしてくれます。

★市民活動推進課☎㉒０８２８　

●日時　11月26日㈭
　　開場　午後６時30分
　　開演　午後７時～（85分間）
●会場　市民文化会館

● Introduction

新たに委嘱された
人 権 擁 護 委 員 を 紹 介 し ま す

　増加傾向にある人権課題に柔軟に
対応するため、今年度より人権擁護
委員が１人増員（計12人）されるこ
とになり、小島在住の関和成昭氏が、
10月１日付で法務大臣から人権擁護
委員に委嘱されました。

11月11日㈬

　 　 ▼ 17日㈫は

テーマ

いざ、決戦の地へ
ゆるキャラ®グランプリ2015 in 出世の街 浜松

歴史を知り、伝える―

競進社模範蚕室等解説ボランティア養成講座

▼年末調整説明会・青色（白色）申告決算説明会のお知らせ

を考える週間です

人権教育
　　人権擁護

税
　今年のテーマは、「税の役割と税務署の仕事」です。社会を支える税について、
この機会に考えてみませんか。

平成 27 年度
本庄市人権教育研究集会

●青色申告決算説明会
開催日 対象 時間 会場

12月３日㈭
　　８日㈫
　　９日㈬

営業所得・
不動産所得
を有する人

午前10時から
２時間程度 市民文化会館

第３会議室農業所得を
有する人

午後２時から
２時間程度

★本庄税務署個人課税部門☎㉒２１１４

●白色申告決算説明会
開催日 対象 時間 会場

12月10日㈭
　　11日㈮

営業所得・
不動産所得
を有する人

午前10時から
２時間程度 市民文化会館

第３会議室
12月10日㈭ 農業所得を

有する人
午後２時から
２時間程度

★本庄税務署個人課税部門☎㉒２１１４

●年末調整説明会
開催日 時間 場所 対象地区

11月19日㈭
午前10時～正午

本庄商工
会議所大
ホール

本庄市
上里町午後２時～４時

11月20日㈮
午前10時～正午 本庄市

美里町
神川町午後２時～４時

★本庄税務署☎㉒２１１１（自動音声案内２）

★本庄税務署☎㉒２１１１（自動音声案内２）

関和　成昭 氏

投票はコチラ

講演

9 平成27年11月１日号 8

　本庄税務署では、平成27年分給与所得の年末調
整説明会及び青色（白色)申告決算説明会を開催し
ます。
※会場は駐車場が狭いため、なるべく公共交通機
関をご利用ください。

　市では、「ＮＰＯ法人ネットワークひがしこだいら」に運営を委託
し、競進社に関することや周辺の各種史跡、歴史的建造物などについ
て学習する全４回の講座を次のとおり開催します。
　解説ボランティアを目指す人だけでなく、講義を受けてみたい人、
見学をしてみたい人も受け付けます。興味のある人は、ぜひ、お申し
込みください。
定員　25人（先着順）
申込　11月８日㈰から15日㈰（木曜日を除く、午前９時～午後５時）
　までに、電話又は直接下記へ
★本庄市観光農業センター☎�６７４２

　全国各地からゆるキャラが集まり、パフォーマンスや
ふれあいを通して、地元のPRをするイベントが開催さ
れます。ゆるキャラのグッズ販売やグルメの出展など、
さまざまなお楽しみがみなさんを待っています。
　また、会場では、ゆるキャラに“最後”の決戦投票を
することができ、最終日には表彰式が行われます。はに
ぽんは、浜松で力一杯本庄市をPRします。みなさんも、
ぜひ応援に来てください。
日　時　11月21日㈯～23日㈷　午前９時～午後４時
場　所　渚

なぎさえん

園特設会場
　　　　(静岡県浜松市西区舞阪町弁天島5005-1）
入場料　一般　５００円　　小・中学生　２００円
★市民活動推進課☎�０８２８

※車での乗り合わせや徒歩などでのご来場にご協力を
お願いします。
※手話通訳があります。
※入場料無料

　タレントとして活躍されてい
る、島田洋七さんをお迎えして
講演会を開催します。

「人生楽しくてあたりまえ
がばいばあちゃんの笑顔で
生きんしゃい」

　
み
な
さ
ん
と
共
に
戦
っ
て
き

た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
」
も
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
現
在
７
位
と
大
健

闘
中
で
す
が
、
最
後
の
最
後
ま

で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
期
間　
11
月
16
日
㈪
ま
で

※
左
記
の
と
お
り
、
現
地
で
の
決
選
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。
は
に
ぽ
ん
も
最
後

の
お
願
い
に
行
き
ま
す
。



Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

11月生まれのみんな

★12月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
　お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
　連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

あて先 〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎�1155・蕭�8499　※締め切りは11月13日㈮必着です。
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関口　るい　さん
（栗崎）

冨岡　トク　さん
（児玉町飯倉）

でんごん広場の掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課（☎�１１５５）へお問い合わせください。

  火曜ダンスクラブ   
日　時　毎週火曜日　
　　　　午後７時～９時
場　所　本庄公民館
内　容　社交ダンス
月会費　500円
問い合わせ
　森☎090-2479-0520

第33回本庄市児玉郡
合唱祭

日　時　11月15日㈰　
　　　　正午～午後４時30分
場　所　市民文化会館
費　用　無料
問い合わせ
　小浦方☎�２２１０

本庄もより会主催　家事家計講習会
～子育てファミリーの家計講座～

日　時　11月17日㈫　午前10時～正午
場　所　本庄東公民館
費　用　400円
定　員　20人
申　込　11月16日㈪までに電話で下記へ
※託児あり。小さなお子様連れでも大丈夫です。
問い合わせ  内田☎090-7345-8697

本庄市合併10周年記念花火大会

本庄市戦没者追悼式

スポレクフェスタ 2015

本庄西小運動会

たくさんのご協力ありがとうございました

戦没者に哀悼の意を捧ぐ

市民一人１スポーツ
みんなで輝け！大勝利 !!

　10月３日、本庄市の合併10周年を記念して、花火大
会を開催しました。市主催で花火大会を実施するのは、
平成16年に旧本庄市市政施行50周年で行われて以来11
年ぶりとなりました。
　多くの参加者で会場が大きな賑わいをみせるなか、
約１万発の花火が高々と打ち上げられ、秋の夜空を鮮
やかに彩りました。

　先の戦争において亡くなら
れた市内出身1,370余名の冥
福を祈る戦没者追悼式が10月
15日、市民文化会館で挙行さ
れました。追悼式では、ご遺
族をはじめ関係者による追悼
の辞、献花など戦没者に哀悼
の意を捧げるとともに、恒久
平和への祈念を行いました。

　10月12日の体育の日に､「スポレクフェスタ2015」を開催しました｡
｢みる！する！楽しむ！」をキャッチフレーズに、市内のいろいろな
場所でスポーツやレクリエーションの体験や見学などが行われました。
　午後のメイン会場では、アトラクションや玉入れ、クイズ大会など
が行われ、大いに盛り上がりました。

　めでたく100歳を迎えられた関口るいさん（大正４年９月21
日生まれ）、冨岡トクさん（大正４年10月15日生まれ）に、吉
田市長からお祝いの「寿状」が贈られました。

　９月19日から10月３日にかけて、市内小学校で運動会
が行われました。写真は26日の本庄西小学校運動会の様
子。練習の成果を発揮した楽しい運動会となりました。

ま ち か ど S n a p

01. 玉入れ　02. 児玉郡市リズム＆なわとび
クラブ　03. 空手道体験コーナー　04. 少林
寺拳法体験コーナー　05. バレーボール体
験コーナー　06. 本庄第一高等学校チアリー
ディング部　07. 空手の試合

01. 夜空を彩る大輪の花火　02. ハート型の花火　03. 会場の様子

01. 応援合戦　02. 60 メートル走

祝　百　歳

みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

03

0706

02

01

0504

02

0201

0301

３歳のお誕生日
おめでとう！元
気一杯の煌太が
大好き♡これか
らも彩心と仲良
くね♡

増
ますかわ

川　晴
は る と

豊ちゃん ＜5歳＞
(銀座３丁目）

鈴
す ず き

木　虹
こうすけ

裕ちゃん ＜2歳＞
(日の出２丁目）

橋
はしもと

本　凛
り ん の す け

之介ちゃん ＜2歳＞
(児玉町飯倉）

森
もり

　香
こ の は

葉ちゃん ＜1歳＞
(見福１丁目）

飯
いいじま

島　煌
こ う た

太ちゃん ＜3歳＞
(児玉町児玉南１丁目）

石
いしもり

森　愛
あ い り

梨ちゃん ＜3歳＞
(児玉町蛭川）

お誕生日おめで
とう！ひょうきん
者で笑顔いっぱ
いの凛 之 介。
み んな大好きだ
よ♡

お誕生日おめで
とう。晴くんの
笑顔は、ママに
元気をくれるよ。
いつもありがと
うね♡

お誕生日おめで
とう！たくさん
遊んでよく食べ
て、楽しい毎日
を送ろうね。

３歳おめでとう♡
これからも元気
で可愛い愛ちゃ
んでいてね。
みんな愛ちゃん
が大好きだよ♡

２歳のお誕生日
おめでとう☆い
つも笑顔で元気
いっぱいのこう
ちゃんが大好き
だよ♡



〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５
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公
民
館
長（
非
常
勤
）
を
募
集

　
市
内
の
公
民
館
を
管
理
運
営
し
、

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
社
会
教
育

及
び
生
涯
学
習
の
事
業
を
企
画
・

実
施
す
る
公
民
館
長
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
65
歳（
平

　
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
以
下　
　

　
の
人
で
社
会
教
育
及
び
生
涯
学　

　
習
に
積
極
的
に
活
動
で
き
、
所

　
定
の
日
時
に
勤
務
で
き
る
人

募
集
人
数　
７
人

任
期　
平
成
28
年
４
月
～
平
成
30

　
年
３
月

応
募
方
法　
所
定
の
書
類
（
応
募　

　
用
紙
、
応
募
作
文
、
自
己
Ｐ
Ｒ　

　
シ
ー
ト
）
を
作
成
し
て
左
記
へ

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
等
は
、
本
庄
公
民
館
、

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
４
階
）、

セ
ル
デ
ィ
で
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先

・
東
台
５
―
２
―
33　

　
本
庄
公
民
館

・
本
庄
３
―
５
―
３　

　
本
庄
市
役
所
生
涯
学
習
課

・
児
玉
町
金
屋
７
２
８
―
２

　
児
玉
中
央
公
民
館

申
込
期
間　
12
月
7
日
㈪
～
18
日　

　
㈮

※
選
考
は
、
書
類
審
査
、
面
接
審

査
を
実
施
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
７
３
８
３

「
は
に
ぽ
ん
号
」
の
停
留
所
を 

 

変
更
し
ま
す

　
11
月
４
日
㈬
か
ら
、
左
記
の
停

留
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

「
は
に
ぽ
ん
号
・
も
と
い
ず
み
号
」 

予
約
の
ポ
イ
ン
ト
！

 

「
９
時
か
ら
10
時
の
間
」
と
い
う

よ
う
に
、
乗
る
時
間
に
余
裕
を
も

た
せ
た
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
予
約
が
取
り

や
す
く
、
大
勢
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

現　在 変更後 区　域

小暮医院 カーブス本庄
東台（＊１） 本庄地域共通

本庄いまい台
交流センター

旧いまい台交流
センター（＊２） 本庄南地域

＊１　道路に沿って東方に約50ｍ移動します。
＊２　名称のみ変更します。仮図書館の場所です。

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

本
庄
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
開
始
し
ま
し
た

　
本
庄
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
は
、
市
が
消
防
団
活
動
に

協
力
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
に
表

示
証
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
事
業

所
な
ど
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力

が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
協
力
に
よ
り
地

域
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

認
定
基
準

○
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、

　
２
人
以
上
入
団
し
て
い
る
事
業

　
所
な
ど

○
消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
従
業

　
員
の
就
業
時
間
中
に
お
け
る
消

　
防
団
活
動
に
つ
い
て
、
積
極
的

　
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

○
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機

　
材
な
ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る

　
な
ど
協
力
を
し
て
い
る
事
業
所

　
な
ど

○
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防

　
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与

　
し
て
い
る
な
ど
、
市
長
が
特
に

　
優
良
と
認
め
る
事
業
所
な
ど

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
次
の
①
～
④

　
の
書
類
を
添
付
し
危
機
管
理
課

　
（
市
役
所
３
階
）
へ
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

①
会
社
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

②
協
力
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る

　
書
類

③
再
申
請
の
場
合
は
、
前
回
表
示

　
証

④
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
資
料

表
示
証
の
交
付　
本
庄
市
消
防
団

　
協
力
事
業
所
と
し
て
認
め
ら
れ

　
た
事
業
所
に
は
、
表
示
証
の
交

　
付
を
行
い
ま
す
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

「
消
防
特
別
点
検
」
の
た
め
サ

 

イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

　
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市
消
防

団
本
庄
方
面
隊
で
は
、「
消
防
特

別
点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
庄
地
域
で
は
当

日
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

の
で
、
火
災
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
設
備
の
万
全
を
期
す

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
15
日
㈰

　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　
午
前
７
時

　
特
別
点
検　
　
　
午
前
８
時

場
所　
若
泉
運
動
公
園
第
１
グ
ラ

　
ウ
ン
ド

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
自
動
放
送
試
験

を
実
施

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
伝
達
手
段
で
確
実
に
み

な
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、
全
国
一

斉
の
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験

を
行
い
ま
す
。

※
当
日
の
災
害
の
発
生
状
況
、
気

象
状
況
な
ど
で
試
験
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈬　
午
前
11
時

　
ご
ろ
１
回
実
施

情
報
伝
達
手
段　
防
災
行
政
無
線

　

の
放
送
及
び
防
災
行
政
無
線
メ
ー

　
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

放
送
内
容　
「
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

　
イ
ム
」
＋
「
こ
れ
は
、
試
験
放

　
送
で
す
。」
×
３
、
＋
「
こ
ち
ら

　
は
、防
災
本
庄
で
す
。」
＋
「
防

　
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
」　

※
メ
ー
ル
は
放
送
と
同
一
内
容
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

平
成    27
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

　
止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

　
た
取
組
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火　
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
消
火

○
住
宅
用
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

○
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
！

　
児
玉
郡
市
内
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
警
報
器
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
取
扱
店

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
近
く
の
消
防
本
部
・
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　
課
☎
�
８
３
９
２

お
知
ら
せ

澄み切った夜空の花火大会
　10月3日に開催された合併10周年記念花火大会。夜
空は雲一つなく、穏やかに風が吹き、絶好の花火日和
でした。
　かつて旧本庄市では市政施行50周年に当たる平成16
年を最後に花火大会は中止となり、その後合併による
新本庄市誕生以降、市を挙げての花火大会はありませ
んでした。
　長らく低迷する経済情勢を考慮しつつ、財政状況を
はじめ合併後の本庄市が抱えるさまざまな課題を解決
しなければならない中、多額の費用がかかる花火大会
の実施については当然批判も予想されましたし、私自
身も疑問を持っておりました。
　しかし花火大会は国民的に親しまれるイベントであ
り、自治体によっては過去からの伝統で、どのような
状況にあっても開催を継続しているところもあります。
また歳月を重ね、新本庄市も懸案だったいくつかの課

題を解決することができました。
　このような中、近年、より多くのみなさんからご
意見を頂戴し、昨年には(公社)こだま青年会議所が
花火大会を主催したこともきっかけとなり、合併10
周年に当たる本年に市として花火大会を行うことを
決断。議会において予算を通していただき、各種団
体と市当局により花火大会実行委員会を組織し準備
を進めてまいりました。
　この間、本庄商工会議所の力強い呼び掛けをはじ
め、実行委員会各位、各団体のご協力により、大変
多くの企業や団体、個人から総額1100万円を超える
ご寄付を頂戴しました。おかげさまで打ち上がった1
万発の花火は豪華絢爛。改めてご寄付いただいた皆
さまと、関係各位に心から御礼感謝申し上げます。
　花火大会当日のあの澄み切った夜空。私は合併後
の市民の営みに天が応えてくれたものと思っており
ます。                              本庄市長
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
の
実
施

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

を
設
定
し
、
専
用
相
談
電
話
に
よ

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
11
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号

　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
と
人

　
権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

　
護
課
☎
０
４
８
―
８
５
９
―
３

　
５
０
７

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集

○
一
般
採
用
試
験

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈰
～
平
成

　
28
年
１
月
８
日
㈮

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
15

　
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

　
中
学
校
卒
業
者
（
見
込
含
）

一
次
試
験　
平
成
28
年
１
月
23
日

　
㈯　
　
　
　
　
　

二
次
試
験　
平
成
28
年
２
月
４
日

　
㈭
か
ら
７
日
㈰
ま
で
の
指
定
す

　
る
１
日

○
推
薦
採
用
試
験

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈰
～
12
月

　
４
日
㈮

応
募
資
格　
一
般
採
用
と
同
じ
で
、

　
中
学
校
長
又
は
中
等
教
育
学
校

　
長
が
推
薦
で
き
る
人

試
験
日　
平
成
28
年
１
月
９
日
㈯

　
か
ら
11
日
㈷
ま
で
の
指
定
す
る

　
１
日

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　
２
２
―
４
８
５
５

｢

平
成

   27
年
度
本
庄
市
青
少

年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
」
を

開
催

日
時  

11
月
28
日
㈯　
午
後
１
時

　
30
分
～

場
所　
セ
ル
デ
ィ

内
容

○
地
域
活
動
発
表  

　
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

　
奏

○
青
少
年
の
主
張
発
表

　
市
内
中
学
生
に
よ
る
主
張
発
表

○
表
彰
式

　
主
張
発
表
者

　
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

　
青
少
年
育
成
者
等
功
労
者

入
場
料　
無
料

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

「
介
護
食
の
作
り
方
教
室
」
を  

 

開
催

　
口
か
ら
食
事
を
摂
る
こ
と
は
、

脳
に
刺
激
を
与
え
、
健
康
保
持
・

生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
大
事
な

こ
と
で
す
。
刻
み
食
・
ソ
フ
ト
食

な
ど
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
食
事

を
作
っ
て
試
食
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
４
日
㈮　
午
前
10
時
～

　

11
時
30
分

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
佐
藤　
由
美　
氏
（
特
別

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
安
誠
園
管
理

　
栄
養
士)

対
象　
介
護
に
関
心
の
あ
る
市
内

　
在
住
者

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

　
オ
ル

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
安
誠
園
☎
�
６
２
６
２

　
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２
７

「
ひ
と
と
ひ
と
の
人
権
を
考 

 

え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解

決
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

①
子
ど
も
の
人
権

日
時　
12
月
７
日
㈪　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
10
分

講
師　
井
上　
仁　
氏
（
日
本
大

　
学
文
理
学
部
教
授
）

②
身
近
な
人
権
問
題

日
時　
12
月
11
日
㈮　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
10
分

講
師　
田
島　
初
男　
氏
（
熊
谷

　

市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長
）

③
落
語
で
考
え
る
男
女
共
同
参
画

日
時　
12
月
18
日
㈮　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
40
分

講
師　
千
金
亭　
値
千
金　
氏（
男

　
女
共
同
参
画
落
語
創
作
・
口
演

　
家
）

《
①
～
③
共
通
》

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

申
込　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

★
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
８
２
８

人
権
を
考
え
る
「
県
民
の
集
い
」

を
開
催

　
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民

運
動
強
調
週
間
の
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈯　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
鴻
巣
市
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ク

　

レ
ア
こ
う
の
す
」（
鴻
巣
市
中

　
央
29
―
１
）

内
容

・
作
品
展
示
、
啓
発
資
料
展
示
、

　
ビ
デ
オ
上
映
や
人
権
相
談
な
ど

・
講
演
（
午
後
１
時
15
分
～
）

　
講
演
者　
清
水　
国
明　
氏（
タ

　
レ
ン
ト
）

　
演
題　
「
見
つ
め
直
そ
う
親
子

　
の
き
ず
な
」

・
県
立
鴻
巣
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
に
よ
る
演
奏（
午
後
２
時
30
分
～
）

入
場
料　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
は
先
着
順
で
の
入
場
と
な
り

ま
す
。

★
埼
玉
県
人
権
推
進
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
２
２
５
８

  12
月
４
日
か
ら      10
日
は
人
権

週
間
で
す

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
記
念
行
事
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
12
月
12
日
㈯

　
第
１
部　
午
後
１
時
～
２
時
40
分

　

第
２
部　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ

　
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区

　
下
落
合
５
―
４
―
３
）

内
容

・
第
１
部　
平
成
27
年
度
全
国
中

　
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
埼

　
玉
県
大
会
表
彰
式

・
第
２
部　
杉
尾
秀
哉
氏
（
Ｔ
Ｂ

　

Ｓ
報
道
局
解
説
専
門
記
者
室
長
）

　
に
よ
る
講
演
会

　
演
題　
「
報
道
と
人
権
～
情
報

　
化
社
会
を
生
き
る
～
」

入
場
料　
無
料

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

　
護
課
☎
０
４
８
―
８
５
９
―
３

　
５
０
７

セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
開
催

　
今
年
１
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
ア
ニ
ー
（
日
本
語
吹
替
版
）」
を

上
映
し
ま
す
。

　
世
界
中
で
大
人
気
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ア
ニ
ー
」
の
映
画
化
。

　
現
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
感
動
の
ド
ラ

マ
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
５
日
㈯

　
１
回
目　
午
前
10
時
～

　
２
回
目　
午
後
２
時
～

※
そ
れ
ぞ
れ
開
始
30
分
前
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

場
所　
セ
ル
デ
ィ

定
員　
６
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

「
婚
活
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催

日
時　
12
月
12
日
㈯　
午
後
６
時
～

　
９
時

場
所　

m
agle's café

（
マ
グ
ル

　
ズ
カ
フ
ェ
） 

駅
南
２
―
14
―
７

　
中
島
ビ
ル
１
階

対
象　
20
代
～
40
代
の
独
身
男
女

定
員　
男
女
各
12
人

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
（
本
庄

市
・
児
玉
郡
在
住
・
在
勤
者
優
先
）

会
費　
男
性
７
、
０
０
０
円

　
　
　
女
性
３
、
０
０
０
円

申
込　
11
月
10
日
㈫
か
ら
25
日
㈬

　
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
２
７
５
５

本
庄
特
別
支
援
学
校
「
ハ
ー
ト

ま
つ
り
」（
学
習
発
表
会
）
を

開
催

　
本
庄
特
別
支
援
学
校
で
は
、
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
、

作
品
の
展
示
、
作
業
製
品
の
販
売

な
ど
を
行
う
「
ハ
ー
ト
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
や
本
校
児
童
生
徒
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈯　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
本
庄
特
別
支
援
学
校

内
容

○
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
前
９
時
30

　
分
～
午
後
１
時
50
分
）

○
作
品
展
示
（
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
３
時
）

○
中
学
部
・
高
等
部
の
作
業
作
品

　
の
販
売
（
午
前
10
時
～
午
後
２

　
時
）：
木
工
製
品
、
陶
芸
品
、

　
手
芸
作
品

○
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
午
前
10
時

　
30
分
～
午
後
２
時
）

★
本
庄
特
別
支
援
学
校
・
教
頭
及

　
び
野
坂
☎
�
３
７
４
７

本
庄
早
稲
田
の
杜
「
冬
休
み
親

子
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
教

室
」
を
開
催 

日
程　
12
月
25
日
㈮

場
所　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学

　
院

費
用　
無
料

申
込　
11
月
20
日
㈮
か
ら
12
月
６

　
日
㈰
ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（http://w
w

w
.how

arp.or.

　

jp/

）
内
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
又

　
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４
５
５

　
蕭
�
７
４
６
５

「
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
～
ク

レ
ー
ム
は
自
社
の
発
展
を
促

す
・
適
切
な
判
断
と
ク
レ
ー

マ
ー
対
策
～
」
を
開
催

　
地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
実
務
担
当
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
４
時
45
分

場
所　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
意
識

　
の
改
革
、
ク
レ
ー
ム
へ
の
基
本

　
的
な
対
応
法
・
交
渉
法
な
ど
を

　
事
例
や
演
習
を
交
え
習
得

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　
６
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス

　
ト
代
を
含
む
）

申
込　
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

　

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４
５
５

　
蕭
�
７
４
６
５

催

し
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年
末
一
日
公
庫（
融
資
相
談
会
）

の
ご
案
内

　
本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

借
入
申
込
に
あ
た
っ
て
、
利
率
は

固
定
金
利
型
に
な
り
ま
す
。
公
庫

を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
他

に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
の
結
果
、
お
客
様
の
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈮　
午
前
10
時
～

　
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
本
庄
商
工
会
議
所

内
容　
融
資
制
度
の
案
内
、
融
資

　
の
申
込
及
び
相
談
（
資
金
繰
り

　
の
ご
相
談
か
ら
ご
融
資
の
仮
見

　
通
し
判
断
な
ど
）

費
用　
無
料

用
意　
確
定
申
告
書
及
び
決
算
書

　
２
期
分
、社
判
、印
鑑
な
ど
（
予

　
約
時
に
要
確
認
）

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
要
事
前
申
込

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２
４

　
１
・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊

　
谷
支
店
（
国
民
事
業
）
担
当
・

　
笠
井
☎
０
４
８
―
５
２
１
―
２

　
７
３
１

児
玉
白
楊
高
校
「
お
も
し
ろ

体
験
講
座
」
開
催

講
座
７
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
」

日
時　
12
月
19
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
11
時

対
象　
小
学
４
年
～
中
学
２
年
生

内
容　
好
き
な
画
像
を
シ
ー
ル
に

　
印
刷
し
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
へ
貼

　
付
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
５
０
円
（
傷
害
保
険
料

　
を
含
む
）

用
意　
シ
ー
ル
に
し
た
い
画
像（
写

　
真
か
Ｓ
Ｄ
メ
モ
リ
カ
ー
ド
で
持

　
参
）、
上
履
き

申
込　
12
月
５
日
㈯
ま
で
に
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

講
座
９
「
つ
る
つ
る
キ
ュ
ウ
リ
の

収
穫
体
験
」

日
時　
12
月
12
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
11
時

対
象　
小
・
中
学
生

内
容　
温
室
内
で
キ
ュ
ウ
リ
の
栽

　
培
管
理
と
収
穫
体
験
（
キ
ュ
ウ

　
リ
は
１
袋
１
５
０
円
で
販
売
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
円（
傷
害
保
険
料
）

用
意　
動
き
や
す
い
服
装
、
汗
拭

　
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
28
日
㈯
ま
で
に
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募　

★
児
玉
白
楊
高
校
☎
�
１
５
６
６

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
10
月
号
」

の
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
『
市
長

コ
ラ
ム
』
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。「
線
上
降
水
帯
」
は
、

正
し
く
は
「
線
状
降
水
帯
」
で
す
。

こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

「
本
庄
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

会
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
」
を
開
催

　
職
場
の
仲
間
や
友
人
で
チ
ー
ム

を
作
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
６
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時

　
開
始　
午
前
９
時
30
分

会
場　
市
民
体
育
館

参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
で
構
成
す
る
女
子
チ
ー
ム
又
は

　
混
合
チ
ー
ム

競
技
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

参
加
費　
無
料

申
込　
11
月
25
日
㈬
午
後
７
時
30

　
分
か
ら
、
市
民
体
育
館
で
組
み

　
合
わ
せ
を
決
め
ま
す
の
で
、
参

　
加
希
望
者
は
出
席
く
だ
さ
い
。

★
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
新
井

☎
�
４
８
８
０

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
冬

季
初
心
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

兼
小
・
中
学
生
大
会
」を
開
催

日
時　
12
月
20
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時
30
分　

会
場　
児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

講
師　
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
指
導

　
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者
と
そ

　
の
家
族
（
シ
ニ
ア
層
も
歓
迎
）

内
容

・
１
ゲ
ー
ム
相
当
の
指
導

・
大
会
（
２
ゲ
ー
ム
）

　
小
学
生
低
学
年
の
部

　
小
学
生
高
学
年
の
部

　
中
学
生
の
部

　
初
心
者
・
保
護
者
の
部

※
小
学
生
は
、
ガ
ー
タ
ー
な
し
の

バ
ン
パ
ー
レ
ー
ン
を
使
用
予
定
。

※
大
会
の
表
彰
は
小
・
中
学
生
の

み
。

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
貸
靴
代
無

　
料
）

申
込　
11
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

本
庄
東
公
民
館　
☎
�
３
４
０
４

◆
ク
ラ
ブ
活
動
展
示
発
表
会

日
時　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
15
日

　
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容　
普
段
公
民
館
で
活
動
し
て

　
い
る
会
員
の
作
品
を
展
示

※
景
品
・
お
茶
・
お
菓
子
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
「
本
庄
東

小
学
校
」・「
日
の
出
児
童
セ
ン

タ
ー
」駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
11
月
29
日
㈰
・
12
月
６
日

　
㈰　
全
２
回　
午
前
９
時
～
午

　
後
０
時
30
分

講
師　
吉
田　
浩　
先
生　

内
容　
年
越
し
に
備
え
て
今
年
の

　
年
越
し
そ
ば
の
打
ち
方
を
学
ぶ

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円
（
２
回
分
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・
火
・

　
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

本
庄
公
民
館　
　
☎
�
７
３
８
３

　
◆
ワ
ー
ド
で
年
賀
状
を
作
り
ま
し
ょ

う日
時　
11
月
18
日
か
ら
12
月
16
日

　
ま
で
の
水
曜
日　
全
５
回　
午

　
後
１
時
～
４
時

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う

日
時　
11
月
20
日
か
ら
12
月
18
日

　
ま
で
の
金
曜
日　
全
５
回　
午

　
後
１
時
～
４
時

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
本
庄
歴
史
講
座

日
時　
11
月
30
日
㈪
・
12
月
７
日

　
㈪　
全
２
回　
午
後
１
時
～
４

　
時

講
師　
市
文
化
財
保
護
課
職
員

内
容

・
郷
土
の
偉
人
に
つ
い
て

・
本
庄
早
稲
田
の
杜
地
内
の
発
掘

　
調
査
に
つ
い
て

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
11
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館　
☎
�
８
７
８
６

◆
「
年
賀
状
を
絵
手
紙
で
」
教
室

日
時　
11
月
12
日
㈭
・
19
日
㈭

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時

講
師　
前
田　
京
子　
先
生

内
容　
２
日
間
の
講
座
で
幅
広
い

　
「
題
材
」
の
中
か
ら
お
気
に
入

　
り
の
年
賀
状
を
作
成
す
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具
、
筆
、
筆
洗
い

申
込　
11
月
６
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆「
お
ま
ん
じ
ゅ
う
」秋
バ
ー
ジ
ョ

ン
手
作
り
教
室

日
時　
11
月
13
日
㈮　
午
前
10
時
～

　
正
午

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
季
節
に
合
っ
た
「
お
ま
ん

　
じ
ゅ
う
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
楽

　
し
む

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

　
ち
帰
り
容
器

申
込　
11
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館　
☎
�
８
７
８
５

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

日
時　
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択

①
11
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

②
12
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
福
井　
利
美　
先
生（
ラ
ッ

　
ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
）

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン

　
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
ち
ょ
っ
と

　
変
わ
っ
た
リ
ー
ス
を
作
成

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

  藤
田
公
民
館　
　
☎
�
２
３
３
２

◆
藤
田
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

会日
時　
12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
６
日

　
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

《
展
示
発
表
》

　
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
、
日
本
画
、
和
紙
ち
ぎ
り

絵
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

木
目
込
み
人
形
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン

ド
手
芸
、
絵
手
紙
、
和
紙
折
り
紙
、

ビ
ー
ズ
、
藤
田
小
俳
句
な
ど

《
実
演
発
表
》

　
本
庄
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
骨

盤
体
操
ク
ラ
ブ
、
コ
ー
ラ
ス
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー

旭
公
民
館　
　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
楽
し
い
パ
ン
作
り
教
室

日
時　
11
月
17
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
公
民
館
職
員

内
容　
も
っ
ち
り
と
美
味
し
い
ベ
ー

　
グ
ル
を
作
る

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
８
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

　
オ
ル
、
三
角
巾

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
正
月
料
理
教
室

日
時　
12
月
10
日
㈭　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
家
庭
で
で
き
る
正
月
向
け

　
の
料
理
を
紹
介

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

　
オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　
11
月
30
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館　
　
☎
�
０
３
３
７

◆
新
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

日
時　
11
月
27
日
㈮　
午
前
10
時
～

　

正
午

会
場　
ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み
亭

講
師　
い
ず
み
亭
職
員

内
容　
新
し
く
収
穫
し
た
て
の
新

　
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
を
体
験
す

　
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
天
ぷ
ら

　
付
き
）

申
込　
11
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
正
月
用
縁
起
物
寄
せ
植
え
ミ
ニ

盆
栽
教
室

日
時　
12
月
５
日
㈯　
午
前
10
時
～

　
11
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
や
福
寿
草
な

　
ど
の
縁
起
植
材
を
コ
ケ
玉
に
寄

　
せ
植
え
す
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
軍
手
又
は
ゴ
ム
手
袋
、
新

　
聞
紙
（
１
日
分
程
度
）

申
込　
11
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

クリスマスリース

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館



　　　　　　　　　　　　　　　　

　本館改修工事のため、９
月から休館し移転作業を進
めてきましたが、11月４日
より移転先の旧本庄いまい
台交流センターにて業務を
再開します。

　仮図書館に「はにぽん号」で行くには…
　｢旧いまい台交流センター(※)」停留所
　で予約してください。
　※停留所が「本庄いまい台交流セ
　ンター」から変更になりました。
★企画課☎�１１５７

●開館期間　11月４日から約１年間（予定）
●開館時間　午前９時30分～午後６時15分
●場　　所　いまい台２－43
                 （旧本庄いまい台交流センター）
●休 館 日　月曜日、祝日、館内整理日、年末年始

19 平成27年11月１日号 18

仁
手
公
民
館　
　
☎
�
３
５
３
８

◆
は
じ
め
て
の
太
極
拳
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
12
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
井
田　
勝
三　
先
生

内
容　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
伸
び
や

　
か
な
動
き
で
全
身
を
緩
め
、
身

　
も
心
も
癒
す

定
員　
15
人 （
先
着
順
）   　

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
上
履
き
、

　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
11
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
正
月
寄
せ
植
え
教
室

日
時　
12
月
８
日
㈫　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
松
・
竹
・
梅
の
入
っ
た
豪

　
華
な
寄
せ
植
え
盆
栽
を
作
る

定
員　
12
人 （
先
着
順
）

費
用　
２
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意  

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
汚
れ
て

　
よ
い
服
装
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
11
月
19
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
料
理
教
室

日
時　
12
月
15
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

講
師　
森
谷　
典
子　
先
生

内
容　
手
軽
に
楽
し
め
る
お
正
月

　
料
理
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
器

申
込　
12
月
４
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館　
　
☎
�
２
４
８
４

◆
初
心
者
年
賀
状
貼
り
絵
教
室

日
時　
12
月
７
日
㈪　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

講
師　
中
野　
幸
恵　
先
生

内
容　
初
心
者
向
け
に
、
年
賀
状

　
作
り
に
も
活
用
で
き
る
型
紙
付

　
貼
り
絵
で
来
年
の
干
支
「
さ
る

　
ぼ
ぼ
」
を
貼
り
絵
で
作
製

定
員　
10
人

費
用　
５
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
で
ん
ぷ
ん
糊
、

　
水
入
れ
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

　

 ◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
12
月
７
日
㈪　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

講
師　
井
上　
典
昭　
先
生

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　
11
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）               

☎
�
４
７
８
９

　
　
　

◆
初
心
者
向
け
年
越
し
そ
ば
打
ち

教
室

日
時　
11
月
28
日
㈯　
午
前
10
時
～

　
午
後
１
時

講
師　
三
上　
元
一　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
写
真
入
門
教
室

日
時　
11
月
28
日
か
ら
12
月
12
日

　
ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
３
回

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

講
師　
根
岸　
久　
先
生

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

用
意　
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
（
２

　
回
目
以
降
）

申
込　
11
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

日
時　
12
月
５
日
㈯　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
児

　
玉
支
部

定
員　
親
子
10
組
（
先
着
順
）

※
お
父
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

費
用　
１
０
０
０
円
（
１
組
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）    

☎
�
８
８
５
１

◆「
こ
だ
ま
芸
術
文
化
の
つ
ど
い
」

の
出
演
団
体
を
募
集

　
地
域
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ

ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程　
２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
（
芸
能
部
門
は
28
日
㈰
の
み
）

会
場　
セ
ル
デ
ィ

内
容　
展
示
・
芸
能
発
表

費
用　
展
示
部
門　
２
、０
０
０
円

　
　
　
芸
能
部
門　
４
、０
０
０
円

申
込　
各
公
民
館
及
び
は
に
ぽ
ん

　
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
て
い
る
参
加

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
う
え
、
12
月
４
日
㈮
午
後
５
時

　
ま
で
に
セ
ル
デ
ィ
へ
提
出
（
締

　
切
厳
守
）

◆
児
玉
茶
道
会
主
催
「
秋
の
お
茶

会
」

日
時　
11
月
８
日
㈰　
午
前
10
時
～

　
午
後
３
時

費
用　

１
、０
０
０
円
（
２
席
分

　
の
茶
・
菓
子
代
）

◆
児
玉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
塙
保
己
一

ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
～

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
11
月
25
日
㈬　
午
前
９
時
～

　

正
午

集
合
場
所　
総
合
支
所
第
２
庁
舎

　
駐
車
場　

講
師　
根
岸　
久　
先
生

内
容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
塙
保
己
一

　
墓
所
周
辺
の
文
化
財
を
め
ぐ
っ

　
た
後
、
塙
保
己
一
記
念
館
を
見

　
学
す
る

※
約
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。
雨
天

の
場
合
に
は
、
塙
保
己
一
に
つ
い

て
の
座
学
・
塙
保
己
一
記
念
館
の

見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

用
意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

　
靴
、
飲
み
物
、
雨
具

申
込　
11
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

 

た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
図
書
館
本
館
（
い
ま
い
台
）

日
時　

○
11
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
～
11

　
時
30
分

○
11
月
28
日
㈯　
午
後
２
時
～
２

　
時
30
分

会
場　
児
童
室

内
容　
「
秋
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

　
絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　
本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
11
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
昔
話
」
を
テ
ー
マ
と
し

　
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

 

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

　
　
　
　
　
　
　

  

お
は
な
し
会

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　
ら
べ
う
た
な
ど

対
象　
保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

★
図
書
館
本
館
（
い
ま
い
台
）

日
時　
11
月
５
日
㈭
・
12
月
３
日

　
㈭　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
児
童
室

★
児
玉
分
館

日
時　
11
月
11
日
㈬
・
12
月
９
日

　
㈬　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

 

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

岳
飛
伝
14　

       

北
方 

謙
三 

著

十
七
八
よ
り　

    

垂
代 

雄
介 

著

ル
パ
ン
の
娘　

  　

  

横
関 

大 

著

潮
流　
　
　

  　
　

  

今
野 

敏 

著

  ニ
ッ
ポ
ン
の
貧
困

                      

中
川 

雅
之 

著

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　

  

椎
川 

忍 

編
著

人
工
知
能
に
負
け
な
い
脳

　
　
　
　
　

  

茂
木 

健
一
郎 

著

身
近
な
感
染
症　
こ
わ
い
感
染
症

　
　
　
　
　

  

竹
田 

美
文 

監
修

ぱ
ん
ぱ
か
パ
ン
図
鑑

　
　
　
　
　
　

  

金
子 

健
一 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

   

中
を
そ
う
ぞ
う
し
て
み
よ

佐
藤 

雅
彦 

作

桃
源
郷
も
の
が
た
り    

蔡 

皋 

絵

ア
ン
ド
ル
ー
の
ひ
み
つ
き
ち

ド
リ
ス
・
バ
ー
ン 

文
・
絵

声
に
出
し
て
読
み
た
い
小
中
学
生

　
に
も
わ
か
る
日
本
国
憲
法

齋
藤 

孝 

著

月
に
ハ
ミ
ン
グ

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ 

作

さるぼぼ作品例

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時30分～午後４時45分
　12月５日
◎午後１時～４時45分
　11月７日・14日・21日・28日
★本庄高校図書館☎�１１９５

11月４日㈬から
仮図書館を開館

仮図書館

開館時間／午前9時30分～午後6時15分
休館日／毎週月曜日
　　３日㈬（祝日休館日）
　　24日㈫（振替休館日）
　　12月１日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス
　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

御朱印案内
JTB パブリッシング

おにころ
野村 たかあき

 作・画
魔女バジルと

なぞのほうき星
茂市 久美子 作



・携帯電話やパソコン等に含ま

　れる個人情報は、必ず消去し

　てください。

・電池・バッテリーは、あらか

　じめ取り外して持参してくだ

　さい。

注意事項

育児相談・学級 会場：本庄市保健センター☎�２００３

       会場
          時間
 日程

前原児童センター
午前10時～11時

日の出児童センター
午前10時30分～11時30分

(12月から10時開始になります)
児玉児童センター
午前10時～11時

11月２日㈪ おりがみあそび ふれあいうたあそび ペープサート
４日㈬ 運動あそび ママサロン（本庄子育てネット） ボールあそび

６日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」( ※１）
「ミニ運動会」

絵本と工作
（講師：小関清美先生）

警察官のはなし
（パトカーが来ます）

９日㈪ ペープサート お花紙あそび ぬりえあそび

11日㈬ うたのミニミニコンサート
（吉見万里子先生・榎ともみ先生）

親子体操
（講師：立石明子先生）

リトミック
（講師：小川豊子先生）

13日㈮ 紙ねんどあそび のりものあそび パラバルーンあそび

16日㈪ ぬりえあそび パネルシアター 消防署へ見学に行きます
( 雨天の場合はふれあいうたあそび )

18日㈬ スキンシップあそび（要予約※２）
（講師：斎藤小百合先生）

子育てサロン「ゆうゆう」( ※１）
｢収穫祭」

親子体操
（講師：立石明子先生）

20日㈮ つくってあそぼう すずらんテープあそび スタンプあそび

25日㈬ シアターあそび つくってあそぼう
（パクパク牛乳パック） おりがみあそび

27日㈮ 自由あそびと 11 月生まれの誕生日カードプレゼントの日

30日㈪ ふれあいうたあそび エプロンシアター 子育てサロン「ゆうゆう」（※ 1）  
　「簡単手作りおやつ」

12月２日㈬ クリスマス製作 ママサロン ( 本庄子育てネット ) ママビクス
( 講師：入美由紀先生 )

４日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」( ※１）
 「楽しいクリスマス」 おえかきあそび 大きな絵を描こう

７日㈪ おりがみあそび ふれあいうたあそび カラフル手袋を貼ろう
９日㈬ スタンプあそび クリスマス製作 ぬいぐるみシアター

※１　子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただき開催しています。
※２　首がすわってからの０歳児が対象です。16日(月)午前９時より電話又は直接前原児童センターまで（定員15組先着順）

日　程 時　間 会　場
11月10日･17日･24日の火曜日 午前10時30分～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１

○｢つどいの広場」：児童センターでは、乳幼児の親子が交流する「広場」（前原つどいの広場・日の出つどい
の広場・児玉つどいの広場）を下表の講座開催日の午前９時から午後２時までの間、開放しています。
◆親子でふれあうあそびの講座なども行います。内容は下記のとおりです。（内容は変更になる場合もあります。）

○ママサロン                                                                                協力：本庄子育てネット

子育て支援のお知らせ（11月～12月上旬）
～事前申し込みは不要です～

★前原児童センター　☎�９８２０
★日の出児童センター☎�０４２０
★児玉児童センター   ☎�６８０５
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★環境推進課☎�１１７２
★環境産業課☎�１３３４

★環境推進課☎�１１７２
★環境産業課☎�１３３４

ECOガイド　

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま駐車場
11月１日㈰

午前９時～11時  ハートtoハート　☎�９３００
 (佐久間さんち）12月６日㈰

市役所 11月15日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時
本庄南公民館 11月14日㈯ 午前９時～11時  佐久間さんち　　☎�９３００
就労継続支援Ｂ型事業所

「佐久間さんち」（本庄高校北側） 11月18日㈬ 随時受付  ポノポノ　　　　☎�２１９５

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

 集団資源回収予定表　　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

食品ロスをなくそう
　食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまった食品のことです。日本では年間 500 ～ 800 万トンと
推計されています。食品ロスを減らすには、冷蔵庫の在庫を管理する、不必要な買い物を減らす、食材を使い切
る調理をするなどの方法があります。

　使用済小型電子機器にはレアメタルなど多くの有用金属が含まれます。貴重な資源を再利用するため、
家庭でお使いになった使用済小型電子機器の回収にご協力をお願いします。
日時　11月28日㈯　午前９時～正午　　場所　セルディ駐車場

  環境推進課（市役所４階）・環境産業課（アスピアこだま内）では、小型電子機器の回収ボックスを設
置しています。開庁時間内にご利用ください。※投入口（30cm×15cm）を通る大きさまで

 使用済小型電子機器の回収を行います

  ～使用済小型電子機器のボックス回収も市役所で実施しています～

回収対象品目 回収対象外

・電話機、ファックス　
・携帯電話、カーナビ
・映像用機器（カメラ、ビデオカメラ）
・ラジオ
・ハードディスク、メモリーカード
・ＤＶＤプレーヤー、ＣＤプレーヤー
・ゲーム機（据置型・携帯型）
・電子辞書、電卓、電気時計
・パソコン、プリンター、パソコン用モニター
・家庭用電動ミシン
・電子ピアノ、電子オルガン
・電子体温計、電子血圧計
・電子レンジ、炊飯器
・扇風機、空気清浄機
・電気アイロン、掃除機
・電気スト―ブ、電気こたつ
・ヘアドライヤー、電動歯ブラシ
・電気マッサージ機　など
※ＰＣリサイクルマークが付いているパソコンは、製造メーカーへ
依頼してください（無料）。
※ＡＣアダプターやリモコンなどの付属品も回収します。

・電子機器ではないもの
・事業所など家庭以外で
　使用していたもの
・太陽光パネル
・蛍光管、電球
・家電リサイクル法対象品目
（テレビ、エアコン、冷蔵庫、
　冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機）

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

11月19日㈭・12月17日㈭
午前９時30分～11時
(15分ごとに３組ずつ実施)
※11月19日㈭は、アスピアこだま
で実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保健セ
ンターへ
(※電話による育児相談は随時受
け付けています｡）

母乳相談 母乳に関する相談 12月17日㈭
午前９時30分～11時(15分ごと）

おや親タマゴ
「はじめて生活 with
ベビー」

妊娠中の生活、お風呂
の入れ方の実習など

12月19日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）



はにぽんチャレンジ
自分らしく健康に！
　対象の健康づくり事業
や講座、検診などに参加
し、チャレンジポイント
をためると賞品と交換す
ることができます。
　はにぽんチャレンジで、
お得な健康づくりをしま
しょう！
対象
・20歳以上の本庄市国民
　健康保険加入者
・市内在住の埼玉県後期
　高齢者医療加入者
いますぐ
　保険課（市役所１階）
又は市民福祉課（アスピ
アこだま）へ
＊はにぽんチャレンジに
　関するお問い合わせは、
　保険課☎�１１１６へ

子宮頸
けい
がん・乳がん検診

を受けましょう
●集団検診（後期）

●個別検診

対象（集団検診）
　子宮頸がん　20歳以上の女性（平成８年４月１日以前に生まれた人）
　乳　が　ん　30歳以上の女性（昭和61年４月１日以前に生まれた人）
検診料　子宮頸がん　650円、乳がん（視触診） 500円
　　　　乳房レントゲン撮影（マンモグラフィ検査） 600円
用　意　受診券、検診料、バスタオル（乳がん検診を受診する人）
申　込（予約制）　12月８日㈫から電話又は直接本庄市保健センターへ

　市内の指定医療機関で個別検診として受けることができます。受診する際には、
医療機関への事前の予約が必要です。
対象（個別検診）
子宮頸がん　20歳以上の女性（平成８年４月１日以前に生まれた人）
乳　が　ん　40歳以上の女性（昭和51年４月１日以前に生まれた人）
実施期間　平成28年３月31日㈭まで
場　　所　市内の指定医療機関
検 診 料　子宮頸がん　1,300円、乳がん　1,600円

 注　意　事　項

○４月１日以降に子宮頸がん・乳がん検診を受けた人は、同じ年度内に市の検診
　を再度受診することはできません。
○70歳以上、市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は無料です。
○がん検診を受診する際は受診券が必要です。受診券がお手元にない人は、本庄
　市保健センターへお問い合わせください。

検診名
（集団検診） 日程

定員（先着順）
受付時間 会場

乳 子宮
乳がん検診のみ １月８日㈮ 110人

午後１時～
２時（※１）

本庄市保健センター＜同時実施＞
　乳がん検診
　子宮頸がん検診

１月12日㈫
80人 90人１月13日㈬

１月15日㈮ アスピアこだま
※１　申込の際にお伝えする予約番号順に検診当日の受付を行います。

　　　チャレンジポイント対象事業
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みんなの
けんこう
ガ イ ド
★本庄市保健センター

☎�２００３
※お問い合わせは、午前
８時30分からです。

　鼻は複雑な構造になっているため、鼻で呼吸す
るにはかなりの抵抗力があり、日頃から鼻呼吸力
を付けるトレーニングをする必要があります。ヨ
ガや太極拳なども鼻呼吸を取り入れたトレーニン
グです。鼻呼吸にするには、まず姿勢を良くします。
猫背では正しい鼻呼吸ができません。そして口を
しっかり閉じ、口から空気が入らないようにして
口角を上げ、鼻の穴をいっぱい膨らまして深呼吸
してください、そのとき鼻で吸って鼻で吐いてく
ださい。口で吐いてはダメです。鼻から出すこと
によって湿度と温度を鼻に戻すことができます。
鼻呼吸力を高めるには、簡単な運動をしながら鼻

で吸って鼻で吐く鼻呼吸を実践してみてください。
運動時には５倍から10倍の酸素を必要とします、
口呼吸で運動すると酸素の吸収が悪く酸素量が
足りず危険です。また、口や喉が乾燥するので疲
れやすく、風邪も引きやすくなるので気を付けま
しょう。今日から鼻呼吸で正しい呼吸を身に付け
て、安全に体力アップ運動をすることをお勧めし
ます。

ワンポイントアドバイス

あなたは鼻呼吸していますか
呼吸は体を作る
　今回はみなさんをもっと健康にするための鼻呼吸
のお話です。
　人間は呼吸によって体に酸素を取り入れ二酸化炭
素を排出しています。肺から取り入れられた酸素は、
血液によって体中の細胞に送られ、口から取り入れ
た栄養素と反応して細胞を再生したり、脳や心臓、
筋肉を動かすエネルギーとなったりします。そのた
め、しっかり呼吸して、好き嫌いなくいろいろなも
のを食べることが健康な体作りに必要です。

授乳と鼻呼吸
　では、あなたは鼻で呼吸していますか、口で呼吸
していますか。鼻で吸って鼻で吐くのが正しい鼻呼
吸です。鼻で吸って口から吐くのは口呼吸だそうで
す。赤ちゃんは生まれてすぐ授乳されます。お母さ
んのおっぱいを飲みながら、口でものを食べ鼻で呼
吸することを学びます。最初は上手にできませんが、
練習して嚥

えん
下筋や呼吸筋をしっかり鍛えると首が座

り、鼻呼吸が上手にできるように
なっていきます。赤ちゃんを健康
に育てるには、母乳をしっかり飲
ませて、口周りの筋肉を運動させ
ることが必要です。

鼻の大切な役割
　鼻は大変複雑な構造になっていて、高性能な
フィルターの役目をしています。鼻から吸った空
気のごみやほこり、細菌などは鼻の粘膜に貼り付
き、鼻くそや鼻水として排出されます。また、鼻
には乾燥した空気に湿度を与えたり、冷たい空気
を温めたりして、安全な空気を肺に送り込む働き
があります。肺は薄い粘膜でできているため、乾
燥して汚れた空気が口から直接入ると、傷ついて
機能が悪くなってしまいます。ですから、口で呼
吸していると口の中や気管が乾燥して喉を傷めた
り、風邪や咳、肺炎、喘息、アトピー、歯肉炎、
口内炎、虫歯などのさまざまな病気の原因になっ
たりします。
　また、鼻から吸ったきれいな空気は、口から吸っ
た汚れた空気より肺からの吸収率がよく、血液の
中にたくさん酸素を取り入れることができ、血液
をサラサラにする効果もあるそうです。
　健康な体作りには、まずは鼻
からきれいな空気をいっぱい取
り入れ、全身の細胞を活性化し
免疫力を高めることが必要です。

医療メモ 本庄市児玉郡
　　　医師会広報部



夕方４時を過ぎたらライトを点灯しよう！
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※本庄市は９月末時点、人口１千人あたりの人身事故発生件数は4.33件で県内ワースト１位

「夕暮れ時 早めのライト点灯運動」
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今月の納税納付［納期限：11月30日㈪］
・国民健康保険税　５期　・下水道負担金　３期
・介護保険料　　　５期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　11月５日㈭・12月７日㈪　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　・アスピアこだま　市民福祉課税務係☎�１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を､
アスピアこだまへお越しの際は正面玄関をご利用ください｡

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
２日㈪・９日㈪・16日㈪・24日㈫・30日㈪・12月７日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 　 　　☎�８１２６
２日㈪・９日㈪・16日㈪・24日㈫・30日㈪・12月７日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

７日㈯～12日㈭・14日㈯～17日㈫
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

11月３日㈷ 高 山 整 形 外 科 見 福 ２ 丁 目 ☎�３２４５
11月８日㈰ 高橋外科整形外科 千代田１丁目 ☎�６２１１
11月15日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎�６２１１
11月22日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎�３３４３
11月23日㈷ 中 沢 皮 膚 科 東 台 ２ 丁 目 ☎�１１１２
11月29日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎�１１１６
12月６日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎�０６００

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対象　中学生まで
●電話相談をご利用ください
　(相談料無料・通話料利用者負担)
・｢＃8000｣小児救急電話相談
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　　☎０４８－８３３－７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始
　　　　　　　　　　　　 午前７時～翌日午前７時
・｢＃7000｣大人救急電話相談
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８－８２４－４１９９)
 受付時間　毎日　午後６時30分～10時30分

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専
用電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な
病院については、児玉郡市広域消防本部指令課（☎
�1119）でご案内していますので、ご利用くださ
い。ただし、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療

市 民 相 談 （11月～12月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 11月19日㈭・12月17日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０法 律

11月４日㈬・11日㈬・25日㈬　午後１時～４時
◎12月の相談日

弁護士に
よる相談

12月２日㈬・９日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

12月16日㈬・22日㈫　※第４週は㈫　
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順)

労 働 法 律 11月18日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 11月13日㈮・12月11日㈮　午後１時～４時
相談員＝宅地建物取引業協会本庄支部無料相談員

年金・労働 11月12日㈭・12月10日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 11月10日㈫・12月８日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
11月10日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま 会議室３ 

はにぽんプラザ ☎�０８２８
11月24日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く） 電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（11月２日、休日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

11月２日㈪・16日㈪・12月７日㈪　午後１時～４時 アスピアこだま２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（休日を除く) 
午後１時～４時

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み 11月13日㈮・27日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 11月10日㈫・24日㈫
午後１時～４時

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月20日㈮から受付開始       
   （受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談        　〃 第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 　 〃  第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          〃  第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●交通事故は､「午後４時～６時の薄暮れ時」に最も多く発生しています。
　早めのライト点灯を心がけましょう。
●夕方・夜間の外出には、明るい服装と反射材を着用しましょう。
●車も自転車も飲酒運転は絶対ダメです。

テレ玉のデータ放送をご活用ください
地上デジタル放送「テレ玉」で、本庄市のお知らせを見ることができます。

データ放送を見るには
STEP ❶　｢テレ玉」にチャンネルを合わせる
STEP ❷　リモコンの【d】ボタンを押す（※１）
STEP ❸　画面左下の一覧から「本庄市からのお知
　　　　　らせ」（※２）を選び、リモコンの【決定】
　　　　　ボタンを押す

※１　リモコンによりボタンの位置は異なります。また、テレビ埼玉やデータ放送に対応していない
　　　テレビは利用できません。
※２　「市町村からのお知らせ」と表示された場合はそちらを選択して進んでください。

★株式会社テレビ埼玉☎０４８－８２４－３１３１（データ放送の視聴に関すること）
　秘書広報課☎�１１５５、危機管理課☎�１１８４（情報内容に関すること）

広めよう
早めのライトと

反射材！



本庄総合公園プロムナード周辺の十月桜と
紅葉したイチョウ並木をライトアップします

Culture 本庄市文化団体連合会
第９回文化祭・生涯学習推進大会を開催

前原児童センター
「ふれあいもちつき＆焼いも大会」を開催
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　昼とは違う姿に一変した幻想的な夜桜と黄金色に輝く
イチョウ並木をお楽しみください。
※気候の変化によっては前後する場合があります。
時間　日没～午後９時頃まで
＊お問い合わせは下記へ
　　★清香園・東京ドームスポーツ共同体
　　　　　　　☎㉒３４１４

●日時　11月28日㈯　午前11時～正午　　　　　　　　　
●対象　３歳～小学校６年生まで
●定員　１００人（先着順）
　※当日の受付はできません。
●費用　無料
●用意　はし・おわん（割れにくいもの）・飲み物
　※駐車場が狭いため、徒歩又は自転車でお越しください。また、当日は
　後片付けが終了するまで館内の利用はできません。
●申込　11月14日㈯午前９時から電話又は直接下記へ
★前原児童センター☎㉑９８２０

本庄の秋を
満喫しよう！

秋の催し

●日時　11月28日㈯・29日㈰
　　　　(詳細は右表を参照）
●場所　市民文化会館
●内容　展示・実演・舞台発表・
　　　　国際交流コンサート
　※実演は、28日は囲碁・茶道、
　29日は将棋・茶道。
●費用　無料
★本庄市文化団体連合会事務局
　(本庄公民館内）☎�７３８３

日 程 時　間 内　容
11月
28日㈯ 午前９時〜午後５時 作品展示（短歌、俳句、万葉集、絵画、

書道、盆栽、華道、古美術、美術刀剣、
写真、手芸、演劇）

2９日㈰

午前９時〜午後４時

午前10時〜午後４時 舞台発表（民踊、郷土芸能、民謡日舞、
ダンス、合唱）

午前11時３0分〜正午 記念式典

(同時開催）
生涯学習推進大会
正午〜午後１時

生涯学習講座　国際交流コンサート
日本を代表するボサノヴァ・アーティ
スト 中村善郎スペシャルライブ
○中村善郎（作詞・作曲・編曲・ギター・
　ボーカル）
○長岡敬二郎（パーカッション）

中村 善郎 氏
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おもちをついて、できたての
おもちと焼いもを食べよう！

スマホで広報を読もう！
左記ＱＲコードから
無料アプリをダウンロード

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

十月桜
見頃は11月上旬～中旬

イチョウ並木
見頃は11月中旬～12月上旬


